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アルナイラム社、岡田裕が代表取締役社長に就任 

 

Alnylam Japan 株式会社（本社：東京都千代田区、以下「アルナイラム」）は、2022 年 6 月

24 日付けで岡田裕（おかだ ゆたか）が代表取締役社長に就任しましたので、お知らせしま

す。 

 

岡田裕は、製薬業界ならびにヘルスケア分野において 23 年以上の豊かな経験を有する献

身的なリーダーです。藤沢薬品工業株式会社（現 アステラス製薬株式会社）でヘルスケア

分野におけるキャリアをスタートさせた後、グラクソ・スミスクライン株式会社、日本ベーリンガ

ーインゲルハイム株式会社といった世界的な製薬会社で様々なマーケティング職に従事し

ました。また、6 年間は、シャイアー・ジャパン株式会社において、希少疾患事業・内科領域

事業・ニューロサイエンス事業の事業本部長や日本法人の事業責任者を歴任し、武田薬品

工業株式会社では希少血液疾患領域ビジネスを統括するなど、幅広い職務に携わりまし

た。当社に加わる直前のガルデルマ株式会社では、ガルデルマおよびそのグループ会社

であったザ・プロアクティブカンパニー株式会社の代表取締役社長として指揮を執りました。 

 

岡田は、今回の就任について次のように述べています。「アルナイラムに日本法人の代表

取締役社長として加わったことを大変光栄に思います。2018 年の日本法人設立以来、当

社は 2 種類の RNAi 治療薬の上市を成功させており、日本の患者さんへの貢献は、引き続

きアルナイラムの重要なグローバル優先事項の一つです。この強力なチームとともに、

RNAi 治療薬の可能性をさらに引き出し、治療の選択肢が限られた疾患を抱える患者さん

が希望を持って暮らせる一助となれるよう、真摯に取り組んでいく所存です」 
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岡田のリーダーシップのもと、当社は引き続き患者さんにコミットし、希少疾患のみならず患

者数が多い一般的な疾患も対象に、日本の患者さんのために、現在のポートフォリオおよ

びファースト・イン・クラスの画期的な新薬の開発パイプラインの拡大をしてまいります。  
 
Alnylam Japan株式会社について 

Alnylam Japan株式会社（https://www.alnylam.jp/）は、次世代の医薬品として注目される

核酸医薬の一つであるRNAi治療薬を日本の患者さんに提供するため、2018 年 7 月に

設立されました。RNAi治療薬は、従来はターゲットにできなかった標的分子に選択的に

作用することで、これまで治療が困難だった疾患の新たな治療選択肢となる可能性があ

ります。RNAi 技術を応用して、mRNAを標的として開発された世界初のsiRNA製剤オン

パットロは、当社が日本国内で2019年に上市・販売した最初の製品です。2021年には、2 
成分目となるsiRNA製剤ギブラーリを上市・販売しています。当社は、医療の未来を切り

拓く可能性のある新しい治療薬の開発に取り組み、アンメットニーズの解消に貢献するこ

とを目指しています。 

 

Alnylam Pharmaceuticals社について 

Alnylam Pharmaceuticals社（Nasdaq：ALNY）は、RNAi技術を、遺伝性希少疾患、循環

器・代謝系疾患、肝感染症、および中枢神経系・眼科疾患の患者さまの治療や生活の質

を改善することが期待される医薬品に応用するリーディングカンパニーです。RNAi治療薬

はノーベル賞を受賞した科学に基づいており、アンメットニーズの高い難治性疾患を臨床

的に実証されたアプローチで治療するものです。当社は、2002年の設立以来、RNAi 治
療プラットフォームにより、科学的可能性を現実のものにするというビジョンを掲げていま

す。当社の製品であるRNAi治療薬には、「オンパットロ®」（パチシランナトリウム）、「ギブラ

ー リ®」（ギボシランナトリウム）、lumasiran（国内未承認）のほか、アルナイラム社のパート

ナーであるノバルティス社が開発と商業化を担うinclisiran（国内未承認）があります。当社

は、開発後期段階にある 6 つの製品候補を含む、充実したパイプラインを有しています。

今後も引き続き、希少疾患と一般的な疾患の両方に対して変革をもたらす治療薬を生み出

すことを目標とした「アルナイラム  P5x25」戦略を遂行し、持続可能なイノベーションと優れ

た財務実績を通して世界中の患者さまに貢献します。その結果としてバイオ医薬品のリー

ディングカンパニーとして認知されることを目指します。当社はマサチューセッツ州ケンブリ

ッジに本社を置いています。詳細は、弊社ウェブサイトwww.alnylam.com、

Twitter@Alnylam、または LinkedIn、Instagramでご覧ください。 
 
### 
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